
























　本年の ILO 総会に提出され，皆様のお手元にあります日本 ILO 協議会の機関紙『WORK & 























　まず，グリーン・ジョブとは何かについてです。グリーン・ジョブは 2007 年の ILO 総会におい
て，ソマビア前事務局長が，持続可能な開発のためのディーセント・ワークという事務局長報告の



































　その運動を継続していく中で，2002 年には組合員とその家族一人一人が CO2 の排出抑制，ある
いは資源循環を意識しながら快適に過ごす具体的な方法を推進する「環境にやさしい 10 の生活」
というものを提案しました。その後 2015 年に，温暖化に対してどのように適応していくのか，そ
の適応策として 11 番と 12 番を加えた「環境にやさしい 12 の生活」として，現在展開をしている
ところでございます。
　ここで「連合エコライフ 21」の運動体系について，若干の説明をさせていただきたいと思います。
























































































































　写真 1 は，私ども連合がロビー活動の一環として行ってきた COP（締約国会議）のためのプレ
ゼンです。COP15 以降，毎年 COP に参加させていただいて，連合は ITUC を代表して COP 議長，
各国政府，報道機関などに対し，「公正な移行」のプレゼンや要請行動も行いながら，ロビー活動
を展開しております。























　――Taking into account the imperatives of a just transition of the workforce and the 
creation of decent work and quality jobs in accordance with nationally defined development 
priorities,
　――Acknowledging that climate change is a common concern of humankind,
Parties should, when taking action to address climate change, respect, promote and consider 
their respective obligations on human rights, the right to health, the rights of indigenous 
peoples, local communities, migrants, children, persons with disabilities and people in 
vulnerable situations and the right to development, as well as gender equality, empowerment 











































しょう。2017 年 6 月にイタリアのボローニャで行われた G7 のボローニャ環境大臣会合において
も，コミュニケに「環境政策と雇用」という項目が立てられて，世界的な議論となっています。
　今年の COP（国連気候変動枠組条約第 23 回締約国会議：COP23）ですが，2017 年 11 月の 6 日
から 17 日の期間で開催される予定になっています。ここでも連合は，他国政府の理解をさらに促
進させて具体的な制度の実現に結び付けていくために，ジャパンパビリオンの中でイベントを開催
する予定です。基調講演としては，日本の政府が策定している「長期低炭素ビジョンと経済成長・
雇用」との関係について環境省から，「温暖化対策・SDGs 施策によるライフスタイルの変革と社
会」に関して，有識者からご講演をいただく予定です。そして労働側の当事者として，連合と
ITUC のほか，ILO のパイロットプロジェクトのご報告もいただきながら，労働運動の世界あるい
はガバメントの皆さまに対して，公正な移行についての理解を深めていただこうと考えています。
　以上，連合の取組みについてご報告をさせていただきました。ご清聴ありがとうございました。
（拍手）
